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2-2 地域防災力低下のおそれ
～①消防団(水防団)員数の減少(全国)～

出典）総務省消防庁資料
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出典）滋賀県消防年報

（参考）滋賀県の状況
～②消防団（水防団）員数の変遷～

� 滋賀県の消防団員数は、ここ３０年間は横ばい。

消防団員数の変化
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（参考）滋賀県の状況
～③消防団（水防団）員の変遷～

� 消防団員数は維持されているものの、団員の高齢化が進んでいる。
また最近では、サラリーマン団員が７割以上となっている。
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33


	2-2 地域防災力低下のおそれ　�～①消防団(水防団)員数の減少...
	（参考）滋賀県の状況　�～②消防団（水防団）員数の変遷～
	滋賀県の消防団員数は、ここ３０年間は横ばい。

	（参考）滋賀県の状況　�～③消防団（水防団）員の変遷～
	消防団員数は維持されているものの、団員の高齢化が進んでいる。


